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同窓会長挨拶
� 会　長　友廣　啓二（13C）
　同窓会会員の皆様におかれま
しては、益々ご清祥のこととお
慶び申し上げます。
　はじめに、令和６年度のイン
ターネット総会には227名の参

加があり、福岡での面会式総会にも82名もの方にご参
加いただきました。この総会が福田支部長をはじめ支部
幹事の皆様のご尽力により盛大に開催することができま
したこと改めて御礼申し上げます。
　今回の、両総会において会員の皆様より多くの励まし
や、ご提案・ご意見をいただきましたので、同窓会役員会
で協議し、同窓会運営の活性化につながるよう進めていき
ますので会員皆様のご支援よろしくお願いいたします。
　具体的には、今期も下記の３点を柱として同窓会活動
を進める予定です。
①　学校行事協力/参加
 ・専攻科生対象の特別講演会へのOB講師の派遣
 ・文化祭へのOBカフェ出店（佐世保支部主体）

②　学生支援の充実
 ・ロボコン部、体育文化部の全国大会出場時の旅費
支援
 ・専攻科研究発表支援金、国際交流支援金の贈呈

③　同窓会員相互の連携
 ・同窓会会報「沖新」の発行
 ・イベント管理システム登録者UPのための方策
 ・同窓会HPの充実・活性化
 ・支部活動の活性化

　特に、2020年に運用を開始した「イベント管理シス
テム」については、OB間の縦横の連絡網の整備と、将
来的には会報のデジタル配信も視野に入れての導入でし

たが、登録者数が伸び悩み、その機能を十分に活用され
ていないのが現状ですので、未登録の方の登録をお願い
いたします。
　また、OBの交流の場としてのHPの利用もあまり活
発ではないように感じますので、是非HPを覗いてみて
ください。各支部活動等の様子や日程も出してあります
ので、近隣の支部活動にご参加いただきますようお願い
いたします。
　今年は、８年ぶりに佐世保で総会を開きます。佐世保
で会いましょう。最後に、会員皆様のご健勝とますますの
ご活躍を祈念しまして会長の挨拶とさせていただきます。

チャレンジする佐世保高専
� 佐世保高専校長　下田　貞幸
　同窓会の皆様には日頃より佐世保高専をご支援いただ
き誠にありがとうございます。今の佐世保高専の高い評

価は卒業生の皆様のさまざまな
形でのご活躍に支えられたもの
です。改めて感謝申し上げると
共に、これまで築き上げられた
素晴らしい歴史と伝統を基礎と
し、引き続きこれからの社会の
お役に立てる技術者を輩出して

いかねばならないと考えているところです。
　さて佐世保高専は令和７年度から大きく変わります。
社会からの要求に応え、高度情報専門人財の育成に向け
て改組を行います。具体的には、電子制御工学科を情報
知能工学科へ改組し高度情報人財の育成に注力します。
また、機械工学科は機械制御工学科へ、物質工学科は化
学・生物工学科へとなります（電気電子工学科は名称変
更なし）。
　全学科とも学科名称・教育内容の変更だけではなく学
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生定員を40名から45名に増やし、５名増やした部分に
対しては情報知能工学科以外の３学科でも各専門に軸足
を置きつつ高度な情報系の知識を持った人財を育成しま
す。定員増20名の入試に相当する「DIGI+（デジタス）
特別選抜」では70名の志願をいただきました。この数
字は、改組が注目され期待もされている証だと捉え、そ
の気持ちにしっかりと答える教育を進めて参りたいと考
えております。
　なおこの取り組みは文科省の「高度情報専門人材の確
保に向けた機能強化」事業に申請し認められたもので
す。本校は当該事業開始初年度に申請し、５高専が採択
されたうちの一つとして選ばれました。佐世保高専は高
専の一期校として常に時代の先頭をいく高専でありたい
と考えていますし、チャレンジし切り拓く高専でありた
いと考えています。今回の改組はAI等の目覚ましい情
報技術の発展の中で、時代が求める人財をしっかりと育
成し輩出していく役割を果たすためのチャレンジでもあ
ります。教職員が一丸となって進めて参りますので、今
後の展開にご注目いただければと思います。
　ご承知の通り、これ以外にも佐世保高専ではさまざま
なチャレンジングな取り組みを進めています。国立高専
全体の拠点校としての半導体人財育成、EDGEキャリア
センターを中心としたアントレプレナーシップ教育とス
タートアップ支援、水素エネルギー活用等のGX関連の
研究や社会実装教育、小中学校への早期STEAM教育、
地元を中心とした企業等との連携活動、等々枚挙にいと
まがありません。
　今の高専教育は、講義や実験実習等での知識と技術を
備えた技術者の育成はもちろんのこと、高度な知識と技
術をベースに新たな社会を創造することができる人財育
成が求められており、学校にはそのための「場」の提供
が求められていると思います。佐世保高専でもさまざま
な形で学生たちに「場」を提供し、学生の成長を支援し、
高いレベルで社会に貢献できる人財を育てたいと考えて
おり、今後もそのための取り組みを推進し着実に成果を
積み上げていく所存です。
　最後に、佐世保高専の学生の活動に対する支援という
ことでお願いしておりました「佐世保市ふるさと納税」
では無事目標額を達成いたしました。皆様には多大なる

ご支援をいただいたのではないかと思っております。紙
面を借りてではありますが、感謝申し上げます。
　今後も頑張っている学生の姿をご覧いただき、佐世保
高専の活動にさまざまな形でご支援をいただければと思
います。どうぞよろしくお願いいたします。

【同窓会への寄付者名簿】
期間：2023/10/1 ～ 2024/9/30
本年度も沢山の寄付を頂きました。（総額1,053,768円）
ここに記して感謝の意を表します。

同窓会への寄付者名簿（1/2）
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